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方  法 
１．調査参加者 




















およそ 20 分であった。 
 






偏りは有意であった（χ2 (6)=70.33, p<.01）。残差分析の結果，有意に多かったのは 2 コマ画
像と 4 コマ画像の「マンガである」，１コマ画像の「マンガでない」，有意に少なかったのは１
コマ画像の「マンガである」，2 コマ画像と 4 コマ画像の「マンガでない」であった。また， 
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果が有意であった（F(1,190)=6.44, p<.05；F(1,190)=6.18, p<.05；F(1,190)=8.62, p<.01）が，
非連続なコマにおけるコマ数の単純主効果は有意ではなかった（F(1,190)=40.21, p<.01）。 
２．“マンガらしさ”の基準 
 “マンガらしさ”の基準については，73 名から合計 88 件の記述があった。記述内容を分類
したところ，「物語性」25 件，「関連性」5 件，「次の展開」４件，「絵」31 件，「絵の関連
性」5 件，「色」１件，「コマ」5 件，「言葉と絵」1 件，「現示性」1 件，「セリフ・吹き出し・

















 “マンガらしさ”の基準について記述のあった 73 名のうち，雑誌と単行本の両方に回答があ
ったのは 71 名であった。マンガを読む量と“マンガらしさ”の基準とを表６に示す。 
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